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毎月21日（弘法大師の日）ご来館の方にプレゼントあり！  ホームページ割引券もご利用ください
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令和２年度春期企画展

「ほとけさまと
動物たち」

４月18日（土）～７月５日（日）まで

利用案内
開
館
時
間

■
11
月
1
日
〜
4
月
30
日

　
　
　
　
　

8
時
30
分
〜
17
時
00
分

■
5
月
1
日
〜
10
月
31
日

　
　
　
　
　

8
時
30
分
〜
17
時
30
分

■
休
館
日　

年
末
年
始
の
み

　
　
　
　
　
（
展
示
替
時 

臨
時
休
館
あ
り
）

■
拝
観
料　

大
人　
　
　
　

６
０
０
円

　
　
　
　
　

高
・
大
学
生　

３
５
０
円

　
　
　
　
　

小
・
中
学
生　

２
５
０
円

高
野
町
に
住
民
票
が
あ
る
方
、
高
野

町
内
の
学
校
に
在
籍
す
る
学
生
の
方

は
入
館
無
料
で
す
。

■
専
用
駐
車
場
あ
り

文
化
財
を
護
る　

放
水
銃

１
月
24
日
に
伽
藍
で
行
わ
れ
た
防
火
訓
練
の
よ
う
す
。
放
水
銃
と
、
橋
側
か
ら
は
ポ
ン
プ
車
で
放
水
し
ま
し
た
。〔
詳
細
は
６
・
７
ペ
ー
ジ
〕

題字・畬野光義師

高
野
山
の
生
き
物

第
三
回

　

さ
て
、
そ
の
奥
之
院
の
森
を
夜
に
歩
い

て
い
る
と
杉
木
立
の
高
い
と
こ
ろ
か
ら
、

グ
ゥ
ル
ル
と
か
ギ
ャ
ー
ギ
ャ
ー
と
か
奇
妙

な
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。
そ
れ
が
、
ム

サ
サ
ビ
で
す
。時
と
し
て
、

白
い
お
腹
を
見
せ
な
が
ら

木
か
ら
木
に
飛
び
交
う
姿

を
見
た
人
も
少
な
く
な
い

で
し
ょ
う
。

　

ム
サ
サ
ビ
は
、
本
州
、

四
国
、
九
州
に
生
息
し
、

毛
色
に
よ
り
幾
つ
か
の
亜

種
に
分
か
れ
て
い
る
が
個

体
差
も
あ
り
そ
の
区
別
は

難
し
い
み
た
い
で
す
。
因

み
に
近
畿
に
生
息
す
る
ム

サ
サ
ビ
は
ワ
カ
ヤ
マ
ム
サ

サ
ビ
と
い
わ
れ
て
い
る
よ

う
で
す
。

　

さ
て
、
ム
サ
サ
ビ
の
大

　

高
野
山
の
森
は
、
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
を
中

心
に
し
た
針
葉
樹
で
覆
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
多
く
は
、
樹
齢
六
〇
年
生
前
後
の
昭

和
三
〇
年
代
に
植
樹
さ
れ
た
森
で
す
。
し

か
し
、
奥
之
院
の
大
杉
林
（
和
歌
山
県
指

定
天
然
記
念
物
）
の
よ
う
に
数
百
年
も

経
っ
た
森
も
少
な
か
ら
ず
存
在
し
て
い
ま

す
。

き
な
特
徴
は
体
の
被
膜
を
使
っ
て
木
か
ら

木
に
滑
空
す
る
行
動
で
す
。
時
と
し
て

二
〇
〇
ｍ
も
の
距
離
を
滑
空
す
る
こ
と

が
、
で
き
る
み
た
い
で
す
。
こ
の
よ
う
に

樹
間
を
滑
空
し
な
が
ら
移
動
す
る
動
物
に

モ
モ
ン
ガ
が
い
ま
す
。
モ
モ
ン
ガ
と
ム
サ

サ
ビ
の
大
き
な
違
い
は
体
の
大
き
さ
で

す
。
ム
サ
サ
ビ
は
、
尻
尾
を
い
れ
る
と
、

七
～
八
〇
㎝
に
も
な
る
、
国
内
最
大
の
リ

ス
の
仲
間
で
、
モ
モ
ン
ガ
は
そ
れ
よ
り
遥

か
に
小
さ
く
三
〇
㎝
に
も
満
た
な
い
大
き

さ
で
す
。ム
サ
サ
ビ
は「
空
飛
ぶ
座
布
団
」、

モ
モ
ン
ガ
は
「
空
飛
ぶ
ハ
ン
カ
チ
」
と
よ

く
言
わ
れ
ま
す
。

　

最
近
、
モ
モ
ン
ガ
が
増
え
て
来
て
い
る

よ
う
で
、
高
野
山
で
も
見
る
機
会
が
増
え

て
き
ま
し
た
。
も
う
少
し
増
え
れ
ば
、
ム

サ
サ
ビ
と
モ
モ
ン
ガ
が
同
時
に
飛
び
交
う

姿
が
見
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

高
野
山
寺
領
森
林
組
合　

西
田　

安
則

夜
の
森
を
飛
び
交
う
（
ム
サ
サ
ビ
・
モ
モ
ン
ガ
）

ムササビ（撮影 林育造）

モモンガ
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古
来
よ
り
人
々
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
動
物
た
ち
と
関
わ
り
な
が
ら
生
活
し
て
き
ま
し

た
。
信
仰
の
世
界
に
お
い
て
は
彼
ら
の
、
人
間
に
は
無
い
能
力
に
畏
敬
の
念
を
込
め
、

神
仏
の
使
い
、
あ
る
い
は
乗
り
物
な
ど
の
役
割
を
与
え
ら
れ
、
神
格
化
・
仏
格
化
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
多
様
な
姿
は
、
装
飾
デ
ザ
イ
ン
と
し
て
も
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
目

に
す
る
か
と
思
い
ま
す
。
本
展
で
は
仏
教
・
密
教
の
世
界
に
み
ら
れ
る
身
近
な
動
物
、

日
本
に
は
い
な
い
動
物
、
空
想
上
の
動
物
な
ど
を
高
野
山
に
伝
わ
る
宝
物
を
通
じ
て

ご
紹
介
し
ま
す
。

﹁
ほ
と
け
さ
ま
と
動
物
た
ち
﹂

令
和
２
年
度
春
期
企
画
展

令
和
２
年
４
月
18
日
㈯
～
７
月
５
日
㈰
ま
で

前
期　

令
和
２
年
４
月
18
日
㈯
～
５
月
24
日
㈰

後
期　

令
和
２
年
５
月
26
日
㈫
～
７
月
５
日
㈰　

会
期
中
無
休

※
国
際
博
物
館
の
日
に
協
賛
し
、
５
月
18
日
㈪
を
無
料
開
館
日
と
し
ま
す
。

重文　両頭愛染曼荼羅図　
鎌倉時代　金剛峯寺〔前期〕

獅子と象に乗り、狐と邪鬼を狙う
制
せい

吒
た

迦
か

・矜
こん

羯
が

羅
ら

童子。

国宝　仏涅槃図　平安時代　金剛峯寺〔４/25㈯～５/10㈰展示〕
日本現存最古の涅槃図。ゴールデンウィーク期間限定展示です。

■
絵
画

国
宝　
　

仏
涅
槃
図
〔
４
／
25
㈯
〜
５
／
10
㈰
展
示
〕　　
　

金
剛
峯
寺

重
文　
　

両
頭
愛
染
曼
荼
羅
図　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

金
剛
峯
寺
〔
前
期
〕

重
文　
　

六
字
尊
像　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

宝
寿
院
〔
前
期
〕

重
文　
　

一
字
金
輪
曼
荼
羅
図　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

遍
照
光
院
〔
後
期
〕

重
文　
　

普
賢
延
命
菩
薩
像　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

正
智
院
〔
後
期
〕

重
文　
　

十
巻
抄　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

圓
通
寺

未
指
定　

雨
宝
童
子
像　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

五
大
院

未
指
定　

弘
法
大
師
及
二
大
弟
子
像　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

竜
光
院

■
彫
刻

重
文　
　

文
殊
菩
薩
及
使
者
像　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

遍
明
院

重
文　
　

屏
風
本
尊　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
竜
光
院

未
指
定　

馬
頭
観
音
立
像　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
金
剛
峯
寺　

■
書
跡

国
宝　
　

金
銀
字
一
切
経
（
中
尊
寺
経
）　　
　
　
　
　
　
　

金
剛
峯
寺

国
宝　
　

宝
簡
集
巻
二
四
・
五
二
（
表
紙
裂
展
示
）　　
　
　

金
剛
峯
寺

国
宝　
　

又
続
宝
簡
集
巻
六
二
・
六
八
（
表
紙
裂
展
示
）　　

金
剛
峯
寺

■
工
芸

重
文　
　

舞
楽
装
束
類
（
天
野
社
伝
来
）
の
う
ち
蛮
絵
袍　

 

金
剛
峯
寺

重
文　
　

蝶
形
磬　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

親
王
院

未
指
定　

瑞
花
双
鳥
八
稜
鏡　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

明
王
院

未
指
定　

灌
頂
法
具
類
（
仏
具
類
）
の
う
ち
法
螺
・
払
子　

 

竜
光
院

■
民
俗
資
料

未
指
定　

清
高
稲
荷
社
関
係
品
（
小
祠
、
木
札
ほ
か
）　　
　

地
蔵
院　

※
初
公
開　

同
時
開
催　

　

小
特
集
「
写
真
で
み
る
高
野
山
の
登
録
有
形
文
化
財
（
建
造
物
）」

　

※
文
化
財
の
保
存
上
、
展
示
品
が
変
更
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

※
期
間
中
、
一
部
展
示
替
を
行
い
ま
す
。

主
な
展
示
品

※
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
法
話

　
（
お
坊
さ
ん
に
よ
る
法
話
と
展
示
解
説
）

５
月
９
日
㈯
、
６
月
20
日
㈯

13
時
よ
り
約
45
分
間

※
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ト
ー
ク

　
（
学
芸
員
に
よ
る
展
示
解
説
）

４
月
29
日
㈬
㈷
、

５
月
18
日
㈪
〔
国
際
博
物
館
の
日
〕

13
時
30
分
よ
り
約
１
時
間

い
ず
れ
も
予
約
不
要
、
参
加
費
無
料
（
要
拝
観
料
）

イ
ベ
ン
ト
は
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
．

重文　蝶形磬　鎌倉時代　親王院

密教修法で打ち鳴らす磬
けい

、
蝶の形は稀少です。

重文　一字金輪曼荼羅図　鎌倉時代
　遍照光院〔後期〕

重文　舞楽装束類（天野社伝来）のうち蛮絵袍
　室町時代　金剛峯寺

同じ裂
きれ

地
じ

が宝簡集の表紙に
使われています。瑞花双鳥八稜鏡

平安時代　明王院

重文　屏風本尊　中国唐時代　竜光院

次回予告

令和２年度夏期企画展
「如来－ NYORAI －」

令和２年７月11日㈯～９月27日㈰

重文　阿弥陀如来及両脇侍立像　
　　　　　　五坊寂静院　展示予定
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で
、
徳
川
家
康
の
次
男
で
す
。

十
一
歳
で
豊
臣
秀
吉
の
養
子
と
な

り
、
十
七
歳
で
関
東
の
名
門
結
城

氏
の
婿
養
子
と
な
っ
て
家
督
を
継

い
で
大
名
と
な
り
ま
す
。
慶
長
五

年
（
一
六
〇
〇
）
の
関
ヶ
原
の
戦

の
後
に
、
越
前
国
六
十
八
万
石
の

大
名
と
し
て
福
井
に
移
り
ま
し

た
。
こ
の
時
秀
康
は
結
城
姓
を
名

乗
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
後
徳
川

一
門
と
し
て
「
松
平
」
姓
を
名
乗

り
、
福
井
藩
越
前
松
平
家
の
初
代

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

秀
康
の
母
は
名
を
「
於
万
」
と

い
い
、愛
知
県
知ち

立り
ゅ
う

市
に
あ
る
古

社
、
知
立
神
社
の
神
主
家
永な

が

見み

氏

の
娘
で
し
た
。「
於
万
」の
叔
母
が

家
康
の
母
な
の
で
、
家
康
と
秀
康

の
母
は
「
い
と
こ
」
に
当
た
り
ま

す
。
家
康
の
側
室
と
な
っ
て
「
小こ

督ご
う
の

局つ
ぼ
ね」
と
称
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

　

霊
屋
の
建
て
ら
れ
た
慶
長
九
年

に
、
母
は
五
十
六
歳
で
存
命
で
し

た
。
つ
ま
り
母
の
霊
屋
建
設
は
、

生
前
に
あ
ら
か
じ
め
死
後
の
菩
提

を
願
う
「
逆

ぎ
ゃ
く

修し
ゅ
う」
供
養
だ
っ
た
の

で
す
。
当
時
生
前
に
供
養
を
行
う

こ
と
は
珍
し
い
こ
と
で
は
な
か
っ

た
よ
う
で
す
が
、
こ
の
時
期
に
秀

康
が
母
の
墓
所
、
そ
れ
も
前
例
の

な
い
石
造
り
の
建
物
を
造
っ
て
生

前
供
養
を
行
っ
た
の
は
、
な
ぜ
な

の
で
し
ょ
う
。

　

秀
康
が
高
野
山
に
母
の
霊
屋
を

建
て
た
前
年
、
父
家
康
は
征
夷
大

高
野
山
の
古
建
築　
第
三
十
六
回

重
要
文
化
財　

蓮
花
院　

松ま
つ

平だ
い
ら

秀ひ
で

康や
す

及
び
同
母
霊た

ま

屋や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鳴 

海　

祥 

博

連 載

松平家の霊屋を参道から見る　左手前が母の霊屋で、右奥
が松平秀康の霊屋。墓域の四周を石柵で囲い、正面に鳥居
を建てるのは、高野山の大名墓の特色である。

母の霊屋の正面を見る　中央に石製の扉を建て込み、扉上
に阿弥陀如来を表す梵字が刻まれている。左右には仏像が
浮き彫りに彫り出されている。右は不動明王、左は四天王
の一つ増長天のようだ。

松平家の霊屋を背面側から見る　右手の母の霊屋は切妻造
り、左手の松平秀康の霊屋は入母屋（いりもや）造りとなっ
ている。

秀康の霊屋の正面の全景　建物は、扉と壁で閉ざされた「母
屋」と、吹き放しの「庇（ひさし）」で構成され、入母屋屋
根を架ける。正面中央間には、柱上に組物を置いて軒唐破
風（のきからはふ）を付けている。

　

奥
之
院
に
あ
る
御
大
師
さ
ま
の

御
廟
に
向
か
う
約
二
㎞
ほ
ど
の
参

道
沿
い
に
は
、
二
十
万
基
と
も
い

わ
れ
る
様
々
な
形
や
大
き
さ
の
無

数
の
墓
石
が
建
ち
並
ん
で
い
ま

す
。
御
廟
を
目
前
に
し
た
御
廟
の

橋
の
手
前
で
参
道
は
二
手
に
分
か

れ
ま
す
が
、
ち
ょ
う
ど
そ
の
分
岐

点
の
左
手
に
、
石
造
り
の
建
物
が

二
棟
並
ん
で
い
ま
す
。
今
回
紹
介

す
る
「
松ま

つ

平だ
い
ら

秀ひ
で

康や
す

及
び
同
母
霊た

ま

屋や

」
で
す
。
全
て
石
で
造
ら
れ
た

日
本
で
は
と
て
も
珍
し
い
建
物
で

す
。
内
部
は
板
石
敷
き
の
床
と

な
っ
て
い
て
、
そ
こ
に
墓
石
が

ひ
っ
そ
り
と
安
置
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
石
造
の
建
物
は
墓
石
の

覆
い
屋
と
し
て
建
て
ら
れ
た
も
の

で
す
。
墓
石
や
位
牌
を
安
置
す
る

こ
の
よ
う
な
建
物
は
「
霊た

ま

屋や

」
と

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
二
棟
は
、
向
か
っ
て
右
が

松
平
秀
康
の
墓
石
を
納
め
た
霊
屋

で
、
慶
長
十
二
年
（
一
六
〇
七
）

に
子
の
秀
直
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ

ま
し
た
。
左
は
秀
康
の
母
の
霊
屋

で
、
慶
長
九
年
（
一
六
〇
四
）
に

秀
康
が
建
て
た
も
の
で
す
。

　

松
平
秀
康
は
戦
国
時
代
の
大
名

将
軍
と
な
り
、
天
下
統
一
を
果
た

し
ま
し
た
。
秀
康
の
母「
小
督
局
」

は
天
下
人
家
康
の
側
室
と
い
う
地

位
に
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
結
城
姓

と
は
い
え
秀
康
自
身
も
天
下
人
家

康
の
次
男
で
あ
る
事
を
誇
示
し
た

か
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
そ
う
思

え
て
し
ま
う
の
で
す
。

　

こ
の
奥
之
院
に
数
多
あ
る
大
名

の
墓
の
中
で
、
特
異
な
姿
の
石
造

り
の
「
霊
屋
」
は
、
天
下
人
家
康

の
次
男
だ
か
ら
こ
そ
建
立
で
き
た

特
別
な
も
の
だ
っ
た
に
違
い
あ
り

ま
せ
ん
。

　

越
前
松
平
家
の
二
棟
の
霊
屋

は
、
何
れ
も
福
井
市
の
足あ

す

羽わ

山や
ま

で

産
出
す
る
「
笏

し
ゃ
く

谷だ
に

石い
し

」
と
呼
ば
れ

る
石
材
で
造
ら
れ
て
い
ま
す
。
笏

谷
石
は
火
山
灰
が
堆
積
し
て
凝
結

し
た
石
で
、
美
し
い
青
色
と
、
柔

ら
か
く
て
加
工
し
や
す
い
こ
と
が

特
徴
で
す
。
古
墳
の
石
棺
や
、
石

仏
、
ま
た
火
鉢
な
ど
様
々
な
も
の

に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
福
井
県
に

あ
る
丸
岡
城
で
は
瓦
状
に
加
工
し

て
屋
根
葺
き
材
と
し
て
使
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

高
野
山
の
二
棟
の
霊
屋
は
、
そ

の
四
周
を
囲
む
石
柵
、
敷
地
全
体

に
敷
き
詰
め
ら
れ
た
板
石
ま
で
、

全
て
の
石
材
が
、
秀
康
の
居
城
の

あ
る
福
井
か
ら
、
陸
路
な
ら

三
〇
〇
㎞
は
あ
る
高
野
山
ま
で
、

恐
ら
く
牛
馬
や
人
力
だ
け
で
運
び

込
ま
れ
た
も
の
な
の
で
す
。

　

近
代
日
本
画
、
あ
る
い
は
高
野
山

の
こ
と
に
詳
し
い
方
な
ら
ば
木
村
武

山
の
名
前
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
か

と
思
い
ま
す
。木
村
武
山（
一
八
七
六

～
一
九
四
二
）
は
茨
城
県
笠
間
市
生

ま
れ
の
日
本
画
家
で
、
岡お

か

倉く
ら

天て
ん

心し
ん

率

い
る
日
本
美
術
院
の
一
員
と
し
て
横よ

こ

山や
ま

大た
い

観か
ん

・
下し

も

村む
ら

観か
ん

山ざ
ん

・
菱ひ

し

田だ

春し
ゅ
ん

草そ
う

ら
と
共
に
当
時
の
日
本
画
壇
を
牽け

ん

引い
ん

し
ま
し
た
。
花
鳥
画
と
仏
画
を
得
意

と
し
、
高
野
山
で
は
伽
藍
金
堂
（
昭

和
七
年
〔
一
九
三
二
〕
完
成
）
の
内

部
壁
画
や
、
金
剛
峯
寺
新
書
院
（
通

常
非
公
開
）
の
障
壁
画
を
手
が
け
て

い
ま
す
。

　

本
作
品
は
、
昭
和
九
年
（
一
九
三

四
）
が
弘
法
大
師
御ご

遠お
ん

忌き

一
一
〇
〇

年
の
節
目
の
年
に
あ
た
り
、
そ
れ
に

合
わ
せ
て
朝
日
新
聞
で
連
載
さ
れ
た

『
小
説 

弘
法
大
師
』
の
挿
絵
原
画
を

巻か
ん

子す

に
仕
立
て
、
大
阪
朝
日
新
聞
社

に
よ
っ
て
奉
納
さ
れ
た
も
の
で
す
。

同
年
一
月
に
連
載
が
始
ま
っ
た
小
説

の
執
筆
は
直な

お

木き

三さ
ん

十じ
ゅ
う

五ご

（
一
八
九
一

～
一
九
三
四
、「
直
木
賞
」
で
そ
の

名
が
知
ら
れ
る
小
説
家
）
が
担
当
し

て
い
ま
し
た
が
、
二
月
に
直
木
が
亡

く
な
っ
た
た
め
、
大
阪
朝
日
新
聞
社

社
員
で
論
説
委
員
を
務
め
た
釈

し
ゃ
く

瓢
ひ
ょ
う

齋さ
い

（
本
名
は
永
井
栄
蔵
、一
八
八
一

～
一
九
四
五
）
が
続
編
を
担
当
し
ま

し
た
。
本
作
品
四
巻
の
う
ち
一
巻
が

直
木
執
筆
分
、
二
～
四
巻
が
釈
執
筆

分
で
、
武
山
に
よ
る
挿
絵
の
み
が
収

録
さ
れ
、
本
文
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

た
一
・
二
巻
は
紙
に
、
三
・
四
巻
は
絹

に
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

附
属
す
る
『
弘こ

う

法ぼ
う

大だ
い

師し

文ぶ
ん

化か

宣せ
ん

揚よ
う

会か
い

記き

録ろ
く

』
上
・
下
巻
に
は
大
阪
朝
日

新
聞
社
が
御
遠
忌
一
一
〇
〇
年
を
宣

揚
（
広
く
世
の
中
に
示
す
こ
と
）
す

る
た
め
に
、小
説
の
連
載
や
講
演
会
、

宝
物
展
覧
会
、
演
劇
（
主
演
は
中
村

鴈
治
郎
）
の
開
催
な
ど
、
数
々
の
記

念
行
事
を
行
っ
た
経
緯
が
非
常
に
詳

し
く
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
寄
進

状
に
よ
る
と
、
昭
和
十
年
八
月
三
日

に
金
剛
峯
寺
霊
宝
館
（
高
野
山
霊
宝

館
）
に
奉
納
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。

　

当
時
の
新
聞
は
モ
ノ
ク
ロ
印
刷
で

あ
る
た
め
、
墨
一
色
で
描
か
れ
て
い

ま
す
が
、
古
い
絵
巻
の
よ
う
な
品
格

漂
う
雰
囲
気
の
中
に
、
仏
画
を
得
意

と
し
た
武
山
に
よ
る
細
密
な
仏
像
の

描
写
や
、
生
き
生
き
と
し
た
人
物
・

動
物
の
姿
な
ど
、
見
所
の
多
い
作
品

で
す
。

（
福
形
安
希
子
）

※
春
期
企
画
展
で
は
第
三
巻
の
み
展
示

し
ま
す
。

小し
ょ
う

説せ

つ

弘こ

う

法ぼ

う

大だ

い

師し

挿そ

う

画が　
木き

村む
ら

武ぶ

山ざ
ん

筆　

四
巻

　
　

附
属　

文
化
宣
揚
会
記
録
二
巻
・
寄
進
状
一
巻

　
　
　

紙
本
墨
画
／
絹
本
墨
画　

昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
頃

　
　
　

昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）
奉
納　

　
　
　

金
剛
峯
寺
蔵　

各
縦
二
九
・
五
㎝

収蔵品の紹介 106

近
代
日
本
画
の
大
家
に
よ
る
瀟し

ょ
う

洒し
ゃ

な
挿さ

し

絵え

上から１～３巻　部分

参考　昭和９年朝日新聞社発行　
小説弘法大師　表紙（右）とカバー　
復刻版は金剛峯寺の売店で販売しています。
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特
集　

文
化
財
防
火
設
備

　

昨
年
は
フ
ラ
ン
ス
の
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
大

聖
堂
や
、
沖
縄
の
首
里
城
正
殿
な
ど
、
貴

重
な
文
化
財
建
造
物
の
被
災
が
相
次
ぎ
ま

し
た
。
高
野
山
は
国
宝
の
不
動
堂
や
多
宝

塔
を
は
じ
め
と
す
る
指
定
建
造
物
や
登
録

有
形
文
化
財
、
ま
た
数
多
く
の
文
化
財
を

所
有
す
る
寺
院
が
限
ら
れ
た
空
間
に
密
集

す
る
、
特
殊
な
環
境
の
土
地
で
す
。
高
野

山
の
歴
史
は
、
落
雷
や
失
火
な
ど
に
よ
る

火
災
と
の
戦
い
の
歴
史
と
も
言
え
ま
す
。

　

そ
ん
な
高
野
山
で
は
現
在
、
ど
の
よ
う

に
文
化
財
を
火
災
か
ら
護
る
工
夫
が
さ
れ

て
い
る
の
か
、
そ
の
一
端
を
ご
紹
介
し
ま

す
。

〇放
ほ う

水
す い

銃
じゅう

　壇上伽藍、奥之院御廟、
徳川家霊台、大門などに
設置されています。手動
で方向を調整し、強力な
水圧で遠くまで水を飛ば
すことができます（表紙
参照）。

ドレンチャー放水のようす
左上：徳川家霊台　
右上：不動堂
　　　こちらは屋根に散水管
　　　があります。　
下：伽藍御影堂

〇ドレンチャー
　ドレンチャーは建物の周囲や屋根に設置した管から水を噴
射する装置で、消火用というより、周囲で火災が発生した時
に、建物の延焼を防ぐためのものです。写真のように、水の
壁で火の粉から守ります。
　伽藍不動堂・御影堂、奥之院経蔵、金剛三昧院多宝塔、徳
川家霊台などに設置されています。

〇文化財用の消火器
　通常、家庭や会社、学校などに
設置されている赤い消火器は粉末
や薬剤（液体）を噴射して火を消
しますが、文化財の汚損を防ぐた
め、二酸化炭素消火器が設置され
ています。

霊宝館収蔵庫にて
業務用強化液消火器（左）と
二酸化炭素消火器（右）

〇消
しょう

火
か

管
か ん

　高野山内には文化財指定建造物や
寺院を中心として、網の目のように
消火用の水道管（消火管）が張り巡
らされています。消火管は高野町が
管理するものと、高野山防災協会が
管理するものの２系統があり、万が
一どちらかが使えなくなっても、も
う一方がカバーする、という態勢を
とっています。
　高野山境内の大半に敷設された

「山内文化財消火管」は、井戸水と
山水を高野山高校山上にあるタンク

（900トン）に溜め、水圧を利用して
自然流下で放水できるようになって
います。このため停電時でも火災に
対応できます。御廟や御供所周辺は

「奥之院単独防災設備」（山水を水源
とし、ポンプを起動して放水する）
が設置されています。

〇ガス系消火設備
　収蔵庫にはガス消火設備（窒素ガ
ス）、新館にはハロゲン化物消火設
備（ハロン1301）が設置されていま
す。前者は酸素濃度を下げることで、
後者は化学的に燃焼反応を中断させ
ることで消火し、水とは違って電気
機器や文化財へダメージを与えるこ
となく、また迅速に消火できるのが
特長です。

〇フレームチェッカー
　万が一、不審火が発生した場合、
早期発見が重要です。収蔵庫を中
心にセンサーで炎を感知し、発報
するシステム「フレームチェッ
カー」を配備しています。

　

こ
の
よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
な
対
策

が
取
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら

の
防
火
設
備
を
正
し
く
、
迅
速
に

使
用
す
る
こ
と
、
ま
た
必
要
な
時

に
正
常
に
作
動
す
る
こ
と
が
重
要

で
す
。
そ
の
た
め
定
期
的
に
訓
練

や
設
備
の
点
検
を
行
い
、
普
段
か

ら
火
災
に
備
え
る
心
が
け
が
大
事

で
す
。

　霊宝館敷地内にある消火栓。
火災発生時には、ホースを取り
付けて消火作業にあたります。

左：伽藍の北にある池　
下：千手院観音堂の貯水槽表示

　高野山には防災用に多くの池
や、地下の貯水槽が設けられて
います。
　金剛峯寺前の駐車場の地下に
も、貯水槽があります。

▪霊宝館の防火設備

番外編：天
て ん

水
す い

桶
お け

　金剛峯寺大主殿の屋根に設置されている、大きな桶です。雨水を
ため、火災発生時には消火に使います。かつては重要な防火設備で
したが、現在は建物の周囲に消火栓が配備されています。皆さんが
いつも気になっているであろう、桶の中の写真は貴重！

　現在の桶は平成９年 (1997) に
新調したものです。
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高
野
山
の
考
古
学

（
二
十
四
）

大
阪
大
谷
大
学
文
学
部
歴
史
文
化
学
科　

　
　
　
　
　
　
　

狭 

川　

真 

一

高
野
山
の
地
鎮
遺
構
①

　
　
　
　
　
　
　
　

─
宝ほ

う

性し
ょ
う

院い
ん

跡
（
前
編
）
─

ま
す
。

地
鎮
の
遺
構

　

中
心
的
な
建
物
に
伴
う
よ
う
に
見
つ

か
っ
た
地
鎮
遺
構
は
、
現
地
で
は
四
か
所

確
認
さ
れ
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
直
径
約

六
〇
セ
ン
チ
、
深
さ
約
一
五
セ
ン
チ
の
歪

い
び
つ

な
円
形
を
し
た
穴
を
掘
っ
て
、
そ
の
中
に

薄
い
板
で
作
ら
れ
た
折お

敷し
き

の
上
に
、
五
枚

の
皿
を
賽さ

い

子こ
ろ

の
五
の
目
の
よ
う
に
配
置
し

て
乗
せ
た
も
の
を
埋
め
て
い
ま
し
た
（
図

２
）。
見
つ
か
っ
た
穴
の
う
ち
、
一
か
所

だ
け
中
央
の
皿
が
ず
れ
て
い
ま
し
た
が
、

た
皿
の
す
べ
て
が
同
じ
種
類
、
同
じ
サ
イ

ズ
の
も
の
で
し
た
の
で
、
四
か
所
と
も
一

連
の
作
法
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
遺
構
で
あ

る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
皿
の
中
に
は
何

か
を
入
れ
た
よ
う
な
痕
跡
も
あ
り
ま
し
た

が
、
土
が
充
満
し
て
い
た
の
で
何
を
盛
っ

た
の
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ

ら
の
皿
を
乗
せ
た
折
敷
は
、
木
製
で
一
辺

約
三
〇
セ
ン
チ
の
大
き
さ
で
し
た
。

　

四
か
所
確
認
さ
れ
た
地
鎮
遺
構
の
位
置

は
、
先
に
ご
紹
介
し
た
中
心
的
建
物
の
中

央
部
か
ら
少
し
北
寄
り
に
一
か
所
、
建
物

の
東
南
隅
か
ら
真
東
へ
約
二
メ
ー
ト
ル
離

れ
た
地
点
で
一
か
所
、
西
南
隅
か
ら
真
西

へ
同
じ
く
約
二
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
地
点
で

一
か
所
、北
東
隅
か
ら
北
東
方
向
へ
約
四
．

五
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
地
点
で
一
か
所
が
、

そ
れ
ぞ
れ
見
つ
か
り
ま
し
た
（
図
１
▲
）。

こ
の
ほ
か
調
査
地
区
の
中
央
北
寄
り
の
池

跡
の
中
か
ら
、
同
じ
タ
イ
プ
の
陶
器
の
皿

が
破
片
に
な
っ
て
三
点
分
が
見
つ
か
り
ま

し
た
。
実
は
こ
の
池
跡
か
ら
見
つ
か
っ
た

三
点
は
、
次
回
に
紹
介
す
る
こ
の
遺
構
の

謎
を
解
か
れ
た
奈
良
大
学
の
水
野
正
好
先

生
（
一
九
三
四
～
二
〇
一
五
）
が
、
遺
物

の
整
理
を
し
て
い
る
時
に
「
も
う
一
か
所

同
じ
よ
う
な
も
の
が
出
て
い
る
と
こ
ろ
は

な
い
か
な
あ
」、「
池
の
あ
た
り
か
ら
出
て

へ
ん
か
？
」と
い
う
連
絡
を
し
て
こ
ら
れ
、

整
理
を
手
伝
っ
て
い
た
学
生
み
ん
な
で
探

し
た
結
果
、
池
跡
出
土
遺
物
の
中
か
ら
三

枚
分
が
見
つ
か
っ
た
と
い
う
裏
話
が
あ
り

ま
す
。

　

水
野
先
生
は
こ
の
時
す
で
に
五
枚
の
皿

を
盛
っ
た
折
敷
を
埋
め
た
遺
構
が
、
建
物

の
中
央
付
近
と
四
隅
の
合
計
五
ヶ
所
に
埋

め
て
、
何
か
を
行
う
遺
構
と
そ
の
遺
物
で

あ
る
こ
と
を
見
抜
い
て
お
ら
れ
た
の
で

す
。
研
究
の
大
事
さ
、
面
白
さ
を
直
接
教

え
て
も
ら
っ
た
瞬
間
で
し
た
。

　

次
号
で
は
水
野
先
生
が
解
明
さ
れ
た
真

言
宗
の
地
鎮
の
作
法
に
つ
い
て
紹
介
し
ま

す
。

【
参
考
文
献
】

岡
本
一
士
ほ
か
一
九
八
二
『
高
野
山
発
掘

調
査
報
告
書
』（
財
）
元
興
寺
文
化
財
研

究
所

　

昭
和
五
五
年
（
一
九
八

〇
）
の
二
月
か
ら
七
月
に

か
け
て
、
大
師
教
会
の
中

に
新
た
に
「
教
化
研
修
道

場
」の
建
設
が
計
画
さ
れ
、

事
前
の
発
掘
調
査
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
調
査
さ
れ
た

遺
跡
は
、
江
戸
時
代
と
室

町
時
代
の
二
時
期
の
遺
構

が
確
認
さ
れ
、
室
町
時
代

で
は
仏
堂
を
思
わ
せ
る
立

派
な
建
物
跡
と
そ
れ
に
付

属
す
る
小
規
模
な
建
物
跡

な
ど
が
確
認
さ
れ
ま
し

た
。
そ
れ
ら
の
遺
構
が
無

く
な
っ
た
跡
に
土
を
か
ぶ

せ
て
埋
め
立
て
、
整
地
し

た
上
に
江
戸
時
代
の
建
物

な
ど
を
建
設
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
出
土

し
た
漆
椀
の
底
に
記
載
さ
れ
た
「
宝
性
」

の
文
字
か
ら
、
当
時
こ
こ
が
宝
性
院
と
呼

ば
れ
て
い
た
こ
と
も
確
認
さ
れ
た
の
で

す
。
発
掘
調
査
は
財
団
法
人
元
興
寺
文
化

財
研
究
所
が
担
当
し
、
当
時
学
生
だ
っ
た

私
も
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
思
い
出
の

発
掘
現
場
で
も
あ
り
ま
す
（
写
真
１
）。

　

さ
て
今
回
か
ら
は
、
高
野
山
内
で
発
掘

さ
れ
た
地じ

鎮ち
ん

の
遺
構
を
紹
介
し
ま
す
。
地

鎮
と
は
土
木
工
事
や
建
築
工
事
な
ど
に
先

立
っ
て
、
そ
の
土
地
を
護
っ
て
い
る
神
仏

を
祀
り
、
そ
こ
を
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
の
許
し
を
得
る
た
め
の
祭
事
で
す
。

な
お
今
回
ご
紹
介
す
る
地
鎮
遺
構
は
、
江

戸
時
代
の
建
物
群
に
伴
っ
て
出
土
し
ま
し

た
。

江
戸
時
代
の
様
相

　

発
掘
調
査
地
区
の
中
央
付
近
に
建
物
跡

が
四
棟
分
確
認
さ
れ
ま
し
た
（
図
１
）。

全
体
が
確
認
で
き
た
建
物
は
、
東
西
七
間け

ん

（
一
三
．
五
メ
ー
ト
ル
）、
南
北
四
間
（
七

メ
ー
ト
ル
）
の
規
模
を
持
つ
も
の
で
、
こ

の
敷
地
内
に
お
け
る
中
心
的
な
建
物
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
建
物
に
関
連
し
た
形

で
、
今
回
紹
介
す
る
地
鎮
遺
構
が
見
つ
か

り
ま
し
た
。
ま
た
調
査
地
区
の
中
央
北
寄

り
に
南
北
六
メ
ー
ト
ル
、東
西
三
．五
メ
ー

ト
ル
の
瓢

ひ
ょ
う

箪た
ん

形
を
し
た
池
が
見
つ
か
り
、

調
査
地
区
の
西
端
に
は
板
材
を
使
っ
た
導

水
路
と
そ
の
水
が
注
ぎ
こ
む
池
跡
が
確
認

さ
れ
ま
し
た
。
た
だ
建
物
群
よ
り
東
側
に

は
何
も
見
つ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
広

場
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
か
と
思
っ
て
い

写真１　宝性院跡の発掘現場（北東から）図 1　宝性院跡の地鎮遺構出土地点（▲のところ）

図 2　西南隅の地鎮遺構

五
の
目
に
配
置
す
る
の
が
本

来
の
作
法
だ
っ
た
よ
う
で

す
。
そ
れ
は
折
敷
の
表
面
に

皿
を
置
い
た
跡
が
残
っ
て
い

た
こ
と
か
ら
判
明
し
ま
し

た
。
皿
は
直
径
約
一
一
セ
ン

チ
、
高
さ
二
．
三
セ
ン
チ
を

測
る
も
の
で
、
内
面
か
ら
外

面
の
一
部
に
か
け
て
薄
茶
色

の
釉
薬
が
掛
け
ら
れ
て
お

り
、
固
く
焼
し
め
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
こ
れ
は
京
焼
と
み

ら
れ
る
も
の
で
、
見
つ
か
っ

標高819.0m

断面図

平面図

池跡
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補
え
ま
す
。
こ
の
書
状
は
、
山
田
阿
波

介
有あ

り

年と
し

（
？
〜
一
八
九
一
）
と
い
う
人
物

か
ら
前
述
の
願
主
の
中
西
甚
太
夫
に
送
ら

れ
た
書
状
で
す
が
、
甚
太
夫
は
京
都
の
有

年
の
も
と
を
訪
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。
有
年
は
吉
田
家
公
文
所
の
所
属
で

あ
っ
た
よ
う
で
す
の
で
、
実
際
に
は
こ
の

二
人
の
や
り
と
り
で
神
号
授
与
が
決
ま
っ

た
よ
う
で
す
。
ま
た
、
甚
太
夫
が
申
し
込

ん
だ
ご
祈
祷
の
品
と
「
神
号
納
」
を
有
年

が
送
る
旨
も
記
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
の「
神

号
納
」
が
今
回
の
神
号
授
与
に
あ
た
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
榎
本
直
樹
著
『
正
一
位

稲
荷
大
明
神
─
稲
荷
の
神
階
と
狐
の
官
位

─
』（
岩
田
書
院
、一
九
九
七
）
に
よ
る
と
、

「
神
号
納
」
は
勅
許
を
経
て
神
階
（
神
位
）

を
得
る
方
法
と
は
異
な
り
、
か
な
り
安
価

な
礼
金
で
済
ん
だ
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
お

り
、
中
西
甚
大
夫
の
よ
う
に
個
人
が
願
主

の
場
合
に
重
宝
さ
れ
た
よ
う
で
す
。ま
た
、

疫え
き

神じ
ん

斎さ
い

（
悪
病
災
難
除
の
お
札
）
が
三
枚

送
ら
れ
た
旨
も
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回

の
発
見
で
は
疫
神
斎
も
三
枚
見
つ
か
っ
て

お
り
、
こ
の
書
状
に
記
さ
れ
た
疫
神
斎
と

同
一
の
も
の
か
調
査
研
究
が
待
た
れ
ま
す
。

　

現
在
残
っ
て
い
る
高
野
山
の
稲
荷
神
社

は
少
な
く
、
清
高
稲
荷
社
は
そ
の
中
の
貴

重
な
一
社
で
す
。
今
回
発
見
さ
れ
た
史
料

が
、
清
高
稲
荷
社
の
歴
史
だ
け
で
な
く
高

野
山
の
稲
荷
信
仰
の
形
態
を
解
明
す
る
一

助
と
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。（
研
谷　

昌
志
）

　
　

※
春
期
企
画
展
に
て
本
状
を
含
む

　
　
　

清
高
稲
荷
社
関
連
品
を
展
示
し
ま
す
。

　

平
成
三
十
年
（
二
〇
一
八
）、
高
野
山

内
の
稲
荷
神
社
の
一
つ
清
高
稲
荷
社
の
境

内
、
社
殿
の
整
備
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ

の
際
、
清
高
稲
荷
社
に
関
わ
る
古
文
書
が

二
点
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
一
つ
は
『
神
号

授
与
状
』、
も
う
一
つ
は
『
山や

ま

田だ

阿あ

波わ
の

介す
け

書し
ょ

状じ
ょ
う』（
と
も
に
地
蔵
院
蔵
）
で
す
。
今

回
は
そ
の
う
ち
『
神
号
授
与
状
』
を
紹
介

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
も
そ
も
、
高
野
山
と
稲
荷
明
神
の
関

係
は
、
弘
仁
十
四
年
（
八
二
三
）
弘
法
大

師
空
海
が
嵯
峨
天
皇
か
ら
東
寺
を
賜
っ
た

際
、
密
教
と
国
土
の
安
泰
を
、
稲
荷
明

神
と
契
約
し
た
こ
と
に
始
ま
る
と
さ
れ
ま

す
。
そ
の
た
め
真
言
宗
の
寺
院
で
は
、
稲

荷
明
神
を
守
護
神
と
し
て
祀
る
こ
と
が
多

く
、
高
野
山
で
も
古
絵
図
等
で
稲
荷
神
社

が
散
見
さ
れ
ま
す
。
清
高
稲
荷
社
は
、
北き

た

室む
ろ

院い
ん

の
東
隣
、
バ
ス
停
で
い
う
と
「
蓮れ

ん

花げ

谷だ
に

」
と
「
刈か

る

萱か
や

堂ど
う

前ま
え

」
の
間
に
位
置
し
ま

す
。
江
戸
時
代
末
期
の
史
料
『
紀き

伊い

続
し
ょ
く

風ふ

土ど

記き

』
に
よ
る
と
、
興こ

う

教ぎ
ょ
う

大だ
い

師し

覚か
く

鑁ば
ん

（
一
〇
九
五
〜
一
一
四
四
）
が
前
述
の
契

約
に
な
ら
い
、
稲
荷
明
神
を
勧か

ん

請じ
ょ
うし
た
と

あ
り
、
覚
鑁
の
創
建
し
た
密み

つ

厳ご
ん

院い
ん

の
鎮
守

社
で
あ
っ
た
と
も
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
紹
介
す
る
『
神
号
授
与
状
』
は
、

清
高
稲
荷
社
に
「
正

し
ょ
う

一い
ち

位い

稲
荷
大
明
神
」

の
神
号
を
授
与
し
た
文
書
で
す
。
詳
し
く

見
る
と
、
紀
州
伊い

都と

郡ぐ
ん

河か

根ね

村
（
現
在
の

和
歌
山
県
九く

度ど

山や
ま

町
の
一
部
）
の
中な

か

西に
し

甚じ
ん

大だ

夫ゆ
う

の
願
い
に
よ
り
、「
白
柏
正
一
位
稲

荷
大
明
神
」
の
神
号
を
与
え
る
と
い
う
内

容
で
、
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
六
月
に

神じ
ん

祇ぎ

管か
ん

領れ
い

長ち
ょ
う

上じ
ょ
う

家け

（
京
都
吉
田
神
社
の

吉
田
家
）の
公く

文も
ん

所じ
ょ（
実
務
機
関
）に
よ
っ

て
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
文
書
と
共
に

発
見
さ
れ
た
「
寛
文
十
年
（
一
六
七
〇
）

稲
荷
大
明
神
木
札
」
で
は
「
正
一
位
」
の

記
述
は
な
く
、「
明
治
十
一
年（
一
八
七
八
）

稲
荷
大
明
神
勧
請
木
札
」
に
は
「
正
一
位
」

の
位
が
記
さ
れ
て
い
る
た
め
、
こ
の
文
書

の
文
久
二
年
に
初
め
て
「
正
一
位
」
の
位

と
「
白
柏
」
と
い
う
名
前
を
授
与
さ
れ
た

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。「
正
一
位
」
は
人

も
し
く
は
神
様
の
位
で
、
十
八
世
紀
頃
に

は
ほ
と
ん
ど
の
神
社
で
「
正
一
位
」
の
位

を
持
ち
、
由
緒
あ
る
神
社
の
代
名
詞
と

な
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。
ち
な
み
に
「
白

柏
」
が
正
式
名
称
で
「
清
高
」
の
由
来
は

不
明
で
す
。

　

こ
れ
だ
け
で
は
表
面
的
な
こ
と
し
か
わ

か
り
ま
せ
ん
が
、
発
見
さ
れ
た
も
う
一
つ

の
文
書
『
山
田
阿
波
介
書
状
』
で
内
容
を

高
野
山
の
文
書　
（
二
十
）

清き
よ

高た
か

稲い
な

荷り

社し
ゃ

で
新
発
見
‼
﹃
神し

ん

号ご
う

授じ
ゅ

与よ

状じ
ょ
う﹄（
地
蔵
院
蔵
）
に
つ
い
て

神号授与状　地蔵院蔵

（
釈
文
）

　
　

紀
州
伊
都
郡
河
根
村

　
　
　

中
西
甚
太
夫

右
依
願

白
柏
正
一
位
稲
荷
大
明
神

神
号
所
申
調
如
件

神
祇
管
領
長
上
家

文
久
二
戊
年　

公
文
所
（
朱
方
印
）

　
　
　

六
月　

高野山霊宝館からのお知らせ

お問い合せ先　高野山霊宝館　ＴＥＬ ０７３６─５６─２０２９㈹

◎
重
要
文
化
財
（
美
術
品
）

　

四
天
王
立
像
の
う
ち
多
聞
天
・

　

広
目
天
像　

修
理
完
了

　

３
月
30
日
に
重
文 

四
天
王
立
像
（
平

安
時
代
、
金
剛
峯
寺
蔵
）
の
う
ち
２
躯
が

修
理
を
終
え
、
霊
宝
館
に
戻
っ
て
き
ま
し

た
。既
に
修
理
が
完
了
し
て
い
る
持
国
天
・

増
長
天
像
と
合
わ
せ
て
４
躯
が
揃
い
、
現

在
本
館
に
て
展
示
中
で
す
。

◎
重
要
文
化
財
（
美
術
品
）

　

執
金
剛
神
立
像
・
深
沙
大
将
立
像

　

胎
内
納
入
品　

修
理
完
了

　

１
３
１
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
、「
紡

ぐ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
一
環
で
行
わ
れ
て

い
た
執
金
剛
神
立
像
・
深
沙
大
将
立
像（
快

慶
作
、
鎌
倉
時
代
、
金
剛
峯
寺
蔵
）
の
胎

内
納
入
品
「
宝ほ

う

篋き
ょ
う

印い
ん

陀だ

羅ら

尼に

」
の
修
理

が
完
了
し
、
３
月
30
日
に
戻
っ
て
き
ま
し

た
。

　

巻
か
れ
た
状
態
で
破
損
・
断
片
化
が
進

◎
新
収
蔵
品

　

奈
良
県
の
幸こ

う

脇わ
き

延
子
様
よ
り
金
剛
峯
寺

へ
の
寄
進
を
受
け
、「
嶽だ

け

弁べ
ん

財ざ
い

天て
ん

像ぞ
う

」
と

の
伝
承
が
あ
る
紙
本
著
色
弁
才
天
十
五
童

子
像
（
江
戸
時
代
）
を
新
た
に
収
蔵
し
ま

し
た
。
今
後
展
示
す
る
機
会
が
あ
る
か
と

思
い
ま
す
。

◎
令
和
２
年
度
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　

法
話
日
程
（
予
定
）

　

本
年
度
も
開
催
い
た
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

　

５
月
９
日
㈯ 

６
月
20
日
㈯

　

７
月
11
日
㈯ 

７
月
25
日
㈯ 

　

８
月
８
日
㈯ 

８
月
22
日
㈯ 

　

９
月
12
日
㈯ 

10
月
17
日
㈯

　

い
ず
れ
も
13
時
よ
り
。
日
程
は
変
更
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◎
拝
観
料
変
更
予
告

　

10
月
16
日
㈮
よ
り
、
約
20
年
ぶ
り
に
拝

観
料
を
改
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

一
般 

　
　

６
０
０
円
↓
１
３
０
０
円

　
　
　
（
団
体
20
名
以
上
は
１
２
０
０
円
）

高
校
・
大
学
生　

３
５
０
円
↓
８
０
０
円

小
・
中
学
生　
　

２
５
０
円
↓
６
０
０
円

■
１
３
３
号
の
訂
正

　

前
号
の
特
集
「
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
法

話
」の
内
容
に
相
違
が
あ
り
ま
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

　

７
ペ
ー
ジ
「
御
衣
替
え
」
下
段

　
【
誤
】
淳
祐
の
右
手
を
と
り
、

お
大
師
様
の
左
膝
へ
と
運
び
ま
し

た
。

　
【
正
】
淳
祐
の
右
手
を
と
り
、

お
大
師
様
の
膝
へ
と
運
び
ま
し

た
。

ん
で
い
た
経
典
を
慎
重
に
広
げ
て
裏
打
ち

し
、
劣
化
を
防
ぐ
と
共
に
展
示
可
能
な
状

態
に
な
り
ま
し
た
。
新
た
な
発
見
も
期
待

さ
れ
ま
す
。

◎
重
要
文
化
財
（
美
術
品
）

　

不
動
明
王
二
童
子
毘
沙
門
天
図
像

　

修
理
完
了

　

平
成
29
年
度
よ
り
３
ヵ
年
計
画
で
行
わ

れ
て
い
た
不
動
明
王
二
童
子
毘
沙
門
天
図

像
（
平
安
〜
鎌
倉
時
代
、
圓
通
寺
蔵
）
の

修
理
が
完
了
し
、
３
月
30
日
に
再
収
蔵
い

た
し
ま
し
た
。
そ
の
後
４
月
13
日
ま
で
、

お
披
露
目
展
示
を
行
い
ま
し
た
。

◎
重
要
文
化
財
（
美
術
品
） 

　

十
巻
抄　

修
理
経
過

　

平
成
29
年
度
よ
り
５
ヵ
年
計
画
で
、
重

文
・
十
巻
抄
（
圓
通
寺
蔵
）
の
修
理
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
３
月
に
修
理
が
完
了
し

た
巻
四
は
５
月
24
日
ま
で
、
巻
五
は
５
月

26
日
〜
７
月
５
日
ま
で
展
示
い
た
し
ま
す
。

修理前　
パズルのようにバラバラの断片もありました。

修理途中　文化庁、和歌山県教育委員会と
　　　　　工程の確認と方針の打ち合わせ

高
野
山
霊
宝
館
は
令
和
３
年(

２
０
２
１)

５
月
、

開
館
１
０
０
周
年
を
迎
え
ま
す
。

◎
友
の
会
会
員
募
集　

◦
会
員
証
提
示
で
会
員
本
人
の
ほ
か

同
伴
者
３
名
様
ま
で
霊
宝
館
と
金

堂
・
大
塔
の
拝
観
無
料

◦
年
４
回
発
行
の
機
関
誌
「
霊
宝
館

だ
よ
り
」
送
付

〈
年
会
費
〉　

一
般
会
員
（
個
人
）　

３
、０
０
０
円

賛
助
会
員
（
法
人
）　３

０
、０
０
０
円

　

皆
様
の
ご
入
会
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。


